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　2017年8月5日（土）にオープンキャンパス
を開催しました。今年も法学部には650名の
高校生が来てくれました。
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就任にあたっての
ご挨拶

州大学では、2000年度から研究院制度を発足さ

せており、学部生の所属する教育組織である「法学

部」、大学院生の所属する教育組織である「法学府」と「法務

学府」（法科大学院）、教員の所属する研究組織である「法学

研究院」があります。

　法学部は、1924年に九州帝国大学法文学部として設

FACULTY OF LAW
　法学部は、1924年に九州帝国大学法文学部として設

FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW置され、1949年に法学部となり、1万7千人を超える卒FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW業生を輩出しています。法学・政治学教育を通じて、地域社FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW会、日本社会、国際社会でリーダーシップを発揮しうる創FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW造性豊かな人材（弁護士・裁判官・検事、公務員、企業・団体FACULTY OF LAWFACULTY OF LAWの職員、国際機関やNGOの職員、大学等の研究者など）のFACULTY OF LAW養成を目指しています。FACULTY OF LAW養成を目指しています。FACULTY OF LAW
　法学府は、いわゆる大学院です。修士課程は、研究者、専

修、国際の3コースに分かれ、博士後期課程は、研究者、高

度専門職業人、国際の3コースに分かれています。高い倫

理性・社会性に裏打ちされた、国際レベルで活躍しうる創

造性豊かな研究者とルール形成や政策形成をリードする

ことのできる高度な専門的知識・能力をもつ高度専門職業

人を養成することを教育目的としています。国際コースは

いずれも英語で教育が行われ、海外の大学をはじめとする

教育・研究機関等との連携が行われています。

　法務学府は、法曹養成を目的とする専門職大学院です。

いわゆる法科大学院です。詳細は、法科大学院のホーム

ページをご覧ください。

　法学研究院は研究組織です。基礎法学、公法・社会法学、

民刑事法学、国際関係法学、政治学、実務法学の各部門があ

ります。法科大学院の教員も原則として法学研究院に所属

しています。所属教員は、法学部、法学府、法科大学院等の

教育に携わるほか、科学研究費補助金をはじめとする外

部の競争的資金等を獲得し、研究に従事しています。古代

ローマや古代ギリシャに遡ることができる法学・政治学

の長く豊かな伝統を継承しつつ、国際法、知的財産法、国

FACULTY OF LAW
際政治学など、新しい時代の要請にも応える研究が展開

FACULTY OF LAWFACULTY OF LAWされています。法政学会をはじめとして研究会・学会活動FACULTY OF LAWFACULTY OF LAWも活発に行われています。FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW　新しい時代の要請に応えるために、大学には恒常的なFACULTY OF LAWFACULTY OF LAW改革が求められています。また、2015年度からは、「GVFACULTY OF LAWFACULTY OF LAW（Global Vantage）プログラム」を実施しています。英語FACULTY OF LAW力を重視した特別入試（AO入試）を実施し、それらの学生FACULTY OF LAW力を重視した特別入試（AO入試）を実施し、それらの学生FACULTY OF LAW
を中心に、そのほかの意欲ある学生も巻き込みながら、国

際化を推進しようとするものです。

　社会連携も推進しています。各教員による社会貢献・国

際連携活動のほかに、弁護士会、司法書士会、行政書士会、

社会保険労務士会、土地家屋調査士会、さらに、タイ司法

省などとの連携を行っています。

　2017年4月に、法学研究院長・法学府長・法学部長に就

任いたしました。長い伝統を踏まえ、これまでの改革の成

果を受け継ぎ、今後も、時代の要請に応えるための改革を

続けて参ります。2018年10月には、法学部（法学府、法

学研究院）が伊都キャンパスに移転する予定です。新たな

環境の中、更なる発展を遂げたいと考えておりますので、

在学生の皆様やそのご家族、卒業生の皆様のみならず、地

域社会をはじめとする皆様のより一層のご支援・ご協力

をお願い申し上げます。

就任にあたっての
ご挨拶

むら　かみ ひろ　あき
法学研究院長（法学部長・法学府長）

村上　裕章
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就任にあたっての
ご挨拶

州大学法科大学院は、平成16年に法科大学院制度

の発足とともに設立され、九州の法科大学院を代

表する基幹校としての役割を担ってきました。九州大学法

科大学院は、司法制度改革の理念を実現するため、高度化・

複雑化・グローバル化した21世紀の中で求められる新た

な法律実務家像を追求しつつ、人間に対する温かい眼差し

FACULTY OF LAW
な法律実務家像を追求しつつ、人間に対する温かい眼差し

FACULTY OF LAWFACULTY OF LAWを持った、「社会生活上の医師」としての法曹を養成するこFACULTY OF LAWFACULTY OF LAWとを教育理念としています。FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW　九州大学法科大学院は、こうした理念を実現するため、FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW少人数による双方向的・多方向的教育方法により、多段階FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW的・発展的で多様な教育プログラムを提供しています。とFACULTY OF LAWりわけ、以下の4点を特徴として強調したいと思います。FACULTY OF LAWりわけ、以下の4点を特徴として強調したいと思います。FACULTY OF LAW
　第一は、自学自修を支援する環境です。九州大学法科大

学院は、皆さんの自学自修を支援するため、行き届いた学

修環境を整えています。たとえば、1人1席の専用机のあ

る自習室、個人用ロッカー、専用図書室、インターネットに

よる学修支援システム、専任教員によるチューター制度、

若手弁護士による学修支援アドバイザー制度、修了生のた

めの法務研究員制度などです。

　第二は、個性を重視した教育プログラムです。九州大学

法科大学院では、基本的な法律科目や実務科目だけではな

く、多様な授業科目を提供し、将来多方面で活躍するため

の多角的な能力を身につけることができるよう配慮して

います。

　第三は、実践的で多様な実務教育です。九州大学法科大

学院は、理論と実務の架橋という法科大学院制度の理念に

基づき、経験豊かな実務家教員を中心に、複眼的な思考が

可能な実務家としての能力の涵養をめざして、法曹倫理・

民事裁判実務・刑事訴訟実務・模擬裁判などのほか、ロイ

ヤリング・法交渉、エクスターンシップ、リーガル・クリ

ニックなど、豊富な実務系科目を提供しています。

　第四に、法曹界や他の法科大学院との緊密な連携です。

九州大学法科大学院では、これまでも、法曹三者の協力を

FACULTY OF LAW
九州大学法科大学院では、これまでも、法曹三者の協力を

FACULTY OF LAWFACULTY OF LAW得て、優れた裁判官・検察官・弁護士が熱心に教育に当たっFACULTY OF LAWFACULTY OF LAWてきたほか、法科大学院に併設されているリーガル・クリFACULTY OF LAWFACULTY OF LAWニック・センターにおいて実践的な教育を提供してきまFACULTY OF LAWFACULTY OF LAWした。また、他の法科大学院との間で密度の濃い教育連携FACULTY OF LAWFACULTY OF LAWを行っており、海外のロースクールとも定期的に教育交FACULTY OF LAW流を実施しています。FACULTY OF LAW流を実施しています。FACULTY OF LAW
　以上のように、九州大学法科大学院では、法科大学院制

度の理念に即した効果的な教育を提供しています。

　法科大学院制度が発足して14年目を迎え、各法科大学

院にとって教育の成果が問われております。九州大学法

科大学院は、社会の要請に応える法律実務家を養成する

ため、より効果的な教育態勢を構築すべく、常に制度の改

善に努めています。

就任にあたっての
ご挨拶

ほり　 の いずる
法科大学院長

堀野　　出

九 九

就任にあたってのご挨拶 就任にあたってのご挨拶

九 九

Izu
ru

 H
o

rin
o

Hiroaki Murakami Izuru Horino



FACULTY OF LAW

KYUSHU UNIVERSITY           FACULTY OF LAW-NEWSKYUSHU UNIVERSITY           FACULTY OF LAW-NEWS 54

　本年4月1日付けで着任しました。
九州大学在学中には、21世紀プロ
グラム・法学府修士課程・同博士課

程LL.D.プログラムで、多くの方に御指導いただきました。その
後、東京大学総合文化研究科・日本学術振興会特別研究員
PD、そして、香川大学法学部准教授を経て、九州大学法学研究
院にまいりました。
　着任して強く感じるのは、九州大学における改革の速さで

FACULTY OF LAW
　着任して強く感じるのは、九州大学における改革の速さで

FACULTY OF LAW
す。私が21世紀プログラムの3期生として入学した当時は、六

FACULTY OF LAW
す。私が21世紀プログラムの3期生として入学した当時は、六

FACULTY OF LAW

着任挨拶

准教授

八並　廉
やつ  なみ れん

　こんにちは。平成23年に九大の大
学院博士課程を修了した後、山口大
学で6年間准教授等として勤め、

2017年4月に九州大学に着任いたしました。専門は労働法です。
　専門分野では、イギリス労働法を比較対象として、日本にお
ける「労働契約の成立」とは何か、というテーマを研究してきま
した。契約自由の原則からすれば、当事者意思によって契約内
容が形成されるはずなのに、現実の労働契約関係において、当

事者意思（特に労働者の）に意義があるようには思えない、そ
もそも最初から意思の合致なんてあったのか、それって一体何
だ、といった学部時代からの疑問からたどり着いたテーマで
す。そして今もまだ色々と不明です。
　ところで、私が九大の法学部在学中に、ちょうど法科大学院
が設置されました。それを境に学部学生の学習の仕方が、だい
ぶ変わっているように思います。ジェネレーション・ギャップも
甘受しつつ、それでも、学生の皆さんと一緒に、法学部らしい
「わからない」を共有しながら、労働法について勉強できたら、
と思っています。どうぞよろしくお願いします。

着任挨拶

准教授

新屋敷　恵美子
しん   や   しき え　  み　  こ

本松キャンパスや箱崎キャンパスの21世紀交流プラザを拠点と
して様々な学部の授業を履修するという学部生時代でした。
21世紀プログラムにかわって共創学部がスタートすることや、
本学全体の活動拠点が伊都キャンパスになること等を契機とし
て、私が学生時代を過ごしていた頃の学内の風景が思い出の中
だけの存在となっていくことには、寂しい気持ちもあります。し
かし、常に発展し続ける本学の力強さを感じるとともに、本学

FACULTY OF LAW
かし、常に発展し続ける本学の力強さを感じるとともに、本学

FACULTY OF LAWで働くことへの責任の重さを感じています。

FACULTY OF LAWで働くことへの責任の重さを感じています。

FACULTY OF LAW　至らぬ点があるとは存じますが、新しい時代に向かう本学に

FACULTY OF LAW　至らぬ点があるとは存じますが、新しい時代に向かう本学に

FACULTY OF LAWふさわしい研究・教育活動を目指して業務遂行に努める所存で

FACULTY OF LAWふさわしい研究・教育活動を目指して業務遂行に努める所存で

FACULTY OF LAW
FACULTY OF LAWす。何卒よろしくお願い申し上げます。

FACULTY OF LAW

留学体験記

法学府博士課程

研究者コース

高度専門職業人コース

計

4名

0名

4名

法科大学院

法学未修者

法学既修者

計

14名

25名

39名

　2017年4月に法学部・法学府・法科大学院
の入学式が執り行われました。2017年度の
入学は以下の通りです。

学府入学式（2017年4月6日） 法科大学院入学式（2017年4月3日）

法学府修士課程

研究者コース

専修コース

計

4名

　　12名

　　16名
※ 国際コースは10月入学のため、　
　 データなし

法学部

前期日程

後期日程

AO入試

外国人留学生

帰国子女

計

162名

38名

6名

1名

0名

207名

2017年4月 入学者データ

学部新入生オリエンテーション（2017年4月7日）

FACULTY OF LAW
入学式が挙行されました
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着任挨拶

留学体験記
　私は二年後期からの半年間、法学部の部局
間留学を利用してドイツのミュンスター大学へ
交換留学に行きました。それまで漠然と留学し
たいと思っていただけでしたが、留学担当の先
生に「まずは行ってみるのが大事」と勇気づけ
られたことで決心できました。
　ドイツ語を話せない（第二外国語も中国語
の）私がドイツを選んだのは、英語が通じる環
境・授業があったのと国柄が合っているのでは
ないかと思ったからです。また、ミュンスター
大学はドイツ有数の大きさで歴史ある学校で
ありながら、日本人留学生はほぼいないという
のも、日本とは異なる環境を知りたいと思って
いた私にとって決め手となりました。
　留学生活はドイツ語という言語を含めて、生
活や街並みなど毎日が新しい経験の連続でし
た。例えば町の中心部では週二回午前中に
マーケットが開かれていたり、町中に自転車専
用道路が整備され多くの人が自転車で移動し
ていたりします。町を囲うプロムナードには野
うさぎやリスもいました。あまり馴染みのない
地方でしたがとても活気があり、都市と自然が
調和した素敵な街でした。
　また、私は学生寮に住んでいたのですが、寮
生のドイツ人や留学生と共に料理や食事をした
り、サッカーをしたりして交流を持ち、楽しく
過ごすことができました。
　授業は英米法や憲法、語学を受講しました。
日本とは捉え方や考え方が違うこともあって
新鮮な学びがありましたし、語学に関しても文
法は圧倒的に日本人の方ができるはずなのに

会話になるとこちらが圧倒されるという言語
の学び方の違いも知りました。
　留学と聞くととても大変なことのように思
えますが、少し勇気を出して挑戦してみるとい
うくらいの気持ちで行ってみるのもいいので
はないかと思います。こんな私でも無事に何か
を持って帰って来ることができたので、是非留
学にチャレンジしてみてください。

法学部3年 渡邊 領

サッカー後に寮生たちと

schloss（城）と呼ばれる大学のメインの建物

街の風景

入学式が挙行されました
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　平成24年度に始動した文科省採択大学の世界展開力強
化事業「スパイラル型協働教育モデル:リーガルマインド
による普遍性と多様性の均衡を目指して」の最終報告会と
して、平成29年2月18日クロージングイベント“Learn 
Through Experience（LTE）, the spiral model in 
International Education"を開催しました。本報告会で
は、担当教員・学生・卒業生によるプロジェクト報告及び模
擬世界遺産委員会を行いました。
　当日は、アテネオ・デ・マニラ大学（フィリピン）、シンガ
ポール国立大学（シンガポール）、マラヤ大学（マレーシ
ア）、チュラロンコン大学（タイ）の4つのパートナー大学
と、ASEANの 中 等 教 育 機 関 か ら もAngthong 
Pathamarot Withayakhom School （タイ）、Ministry 
of Education Language Center （シ ン ガ ポ ー ル）、
Philippine Science High School（フ ィ リ ピ ン）、
Sekolah Menengah Sains Muzaffar Syah（マレーシ
ア）の教員、学生、生徒をお招きし、また外部評価委員とし
てProf. Ming-Yan Shieh（国立台湾大学法学院）、Prof. 
Dimitri Vanoverbeke（ルーヴァンカトリック大学・ベル
ギー）、千葉萌氏（ユネスコ・ニューデリー事務局）をお迎え
して、さらには文部科学省、卒業生、本学教職員も含め、総
勢109名でのイベントとなりました。
　プロジェクト報告では、プロジェクトリーダーの一人で
ある法学研究院の五十君教授が5年間の事業紹介や総括
を行いました。その中で、当事業の大きな特徴である日本
文化紹介・日本語教育支援を目指したSENDプログラムを
紹介し、同プログラムを経験した本学学生がASEANの高
校生等と共に、ショートターム派遣時に現地で最も反響が
大きかった体験型ワークショップの一部を披露しました。

　また、世界各地から駆けつけたパートナー校及び本学の
卒業生たちは、来福後の短い期間でビデオを撮影し、これ
を上映して、当事業が学生たちにどのように影響し貢献で
きたかを語ってくれました。
　模擬世界遺産委員会においては、21カ国の委員国で構
成されている実際の世界遺産委員会を模し、10カ国（フィ
リピン・ペルー・クウェート・インドネシア・アゼルバイ
ジャン・アンゴラ・ジンバブエ・タンザニア・ポルトガル・
ポーランド）に分かれパートナー校と本学学生の混成チー
ムを構成して、授業を通して学んだ世界遺産登録までのプ
ロセスに関する理解を基に、Gibraltar Neanderthal 
Caves and Environmentsをテーマに議論を交わしま
した。ICOMOS席にはプロジェクトリーダーであり
ICOMOS副会長の河野教授が、事務局にはユネスコ・
ニューデリー事務局の千葉氏が着かれる、本番さながらの
もので、司会はアテネオ・デ・マニラ大学・九州大学のダブ
ルディグリープログラム参加学生Ms. Reyesが勤めま
した。

　5年におよぶ本事業の中で、参加した本学学生は、普段
意識することのない自分の文化的アイデンティティを確
認すると同時に、異なる文化を持つ各国で多様性への視点
を得ることができました。また、パートナー校の学生への
反響は極めて高く、日本との架け橋を担うASEAN人材が
育っています。双方にとって、まさにlife changingなプ
ログラムであったと言えます。本事業で培った絆は、事業
終了後も続いていくことでしょう。

JASRAC寄附科目を
開講して

法学部における世界展開力強化事業を終えて

准教授 小島 立

イベントを終えて

SENDプログラム発表時のアクティビティ風景

模擬世界遺産委員会
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JASRAC寄附科目を
開講して

 　九州大学法学部では、2016年度から、一般社団法人日
本音楽著作権協会（JASRAC）の助成を受けて、「クリエイ
ティブ産業」についての寄附科目を開講している。本授業
については、九州大学の学生だけではなく、広く一般の方
にも聞いていただきたいという趣旨から、昨年度について
は、2016年11月と12月の2週末に、合計14コマの授業
を開講する集中講義の形式で実施した。
　従来のJASRAC寄附科目においては、JASRACという
著作権の集中管理を行なう団体の性格を反映して、著作権
を対象とした内容が多く取り上げられてきた。九州大学法
学部においてJASRAC寄附科目を開講したいというご提
案を受けてから、授業担当
責任者としては、九州大学
が所在する九州福岡の地で
JASRAC寄附科目を開講
するのであれば、どのよう
な授業内容を提供すること
が望ましいのだろうかと考
えてきた。
　福岡や九州には、長い歴
史と伝統に裏打ちされた
「ものづくり」と「まちづく
り」の営みが現在も息づい
ている。また、福岡市は現
在、「国家戦略特区」の一つ
として、いわゆる「スタート
アップ」の支援に力を入れ
ている。「クリエイティブ産
業」という領域横断的な視
角を設定することにより、
これらの諸問題について、
知的財産権が果たすべき役
割を含めて多角的な検討を
行なうことが可能となるとともに、より深く地域に根ざし
た授業内容を提供することが可能になるのではないかと
考えた次第である。

　上記のような授業内容を提供するためには、「クリエイ
ティブ産業」の実態について深く理解することが必要不可
欠であり、それなくしては適切な法的支援は行なえない。
したがって、授業では、研究者だけではなく、「クリエイ
ティブ産業」の現場の第一線で活躍している方々に登壇し
ていただきたいと考えた。本授業では、法律家に加えて、建
築家、博多織の関係者、福岡を拠点とするスタートアップ
支援のファンド関係者、福岡市の国家戦略特区の関係者と
いった多様なゲストをお招きし、「クリエイティブ産業」の
現代的な展開について縦横無尽に語っていただいた。受講
者にも大きな刺激となったようであるし、私自身にとって

も大変興味深い「学び」の
機会となった。ご多忙の
中、ご講演をお引き受け
下さった講演者の方々に
も、この場をお借りして、
心から御礼申し上げる。
　昨年度に引き続き、本
年度もJASRAC寄附科
目として、「クリエイティ
ブ産業の現代的諸相」の
集 中 講 義 を、12月2日
（土）、3日（日）、16日
（土）、17日（日）の2週 末
に開講する予定である。
本 年 度 は、「都 市」、「音
楽」、「遺産」、「デザイン」
という4つの柱を立てて、
それらの観点から「クリ
エイティブ産業」にアプ
ローチすることを計画し
ている。4日間全てではな
く、1日だけの受講も大歓

迎であるので、一人でも多くの方々に、本年度のJASRAC
寄附科目の授業にご参加いただけることを願っている。

法学部における世界展開力強化事業を終えて

准教授 小島 立

※スライド画像は貼り込み合成です。
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　今年も猛暑のなか、オープンキャンパスでたくさんの高校生が法学部を訪問してくださいまし
た。また学生スタッフも一生懸命法学部の魅力を高校生に伝えてくれました。
　第7号から今回の第23号まで炭崎貴子が担当しました。ありがとうございました。今後とも法
学部ニュースをよろしくお願いします。

　炭崎 貴子

和仁准教授

五十君教授

南野教授

フォルマシォン講師

新屋敷准教授村上教授

井上教授

八並准教授

寺本教授

田中教雄教授

高校教員との進学懇談会
法学部生との対話

学生によるGV紹介

学生情報サロン雑誌・辞書購入費

学生情報サロン配架教科書購入費

ゼミ論集刊行助成費

法学部ニュース刊行・発送費

TKC・研究支援システムサービスの利用

雑誌記事索引集成DBサービスの利用

支出合計

167,291

62,051

438,256

851,040

2,290,032

246,240

4,054,910

支　　　出

事　　　項 金　　　額

LLP 2016年度
ロー・ライブラリー・プロジェクト執行報告

　2005年度から、法学部の保護者の方々のご寄附および教職員からの寄附金を基に、法学部学生　2005年度から、法学部の保護者の方々のご寄附および教職員からの寄附金を基に、法学部学生

の学修環境を整備するロー・ライブラリー・プロジェクト（LLP）を実施しています。の学修環境を整備するロー・ライブラリー・プロジェクト（LLP）を実施しています。

　ご寄附いただいた資金は、「法学部学生情報サロン」の開設と運営、ロッカーやコピー機の設置、ゼ　ご寄附いただいた資金は、「法学部学生情報サロン」の開設と運営、ロッカーやコピー機の設置、ゼ

ミ論集刊行、そして法学部ニュースの発行など、学生の教育環境の充実および保護者への法学部の

情報発信として使用してまいりました。

　2016年度の執行状況は、学生情報サロン運営費、サロン配架の書籍・雑誌の購入、判例データベー

スの契約等で、4,054,910円を支出しました。

　今後も、学生の勉学環境・福利厚生の向上のため、様々な施策を展開していきたいと考えています。

ご意見・ご要望がございましたら、ぜひご連絡ください。

（単位　円）

オープン
キャンパス開催！
2017年
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